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〇体育祭への御協力ありがとうございました。 
 
新型コロナウイルスの影響で様々な行事が延期や中止になる中、午前中開催ではありまし

したが、南陽小学校体育祭を無事に開催することができました。体育祭の名前の通り、普段

の体育の学びの成果を見ていただくとともに、特に６年生は１４日に無観客で行われる小体

会競技の雰囲気も皆様に味わっていただこうという思いで計画をしてきたものです。 

保護者の皆様からは、温かい支援や言葉掛けをたくさんいただきました。心から感謝して

おります。短い時間でしたが、子供たちの「いい顔 いい声 いい心」が随所に見られた体

育祭であったと思っております。 

今回は例年とかなり違う形での開催になりましたので、様々な御感想をもたれたと思いま

す。安心メールを活用したアンケートにも多数の皆さんから御回答いただきましたので、参

考にしながら、次年度につなげて行きたいと思っています。 

今後とも、どうぞよろしくお願いいたします。 

＜アンケート結果の概要（回答をいただいた約１３０名の方の意見の概要です）＞ 

・午前中開催がよかった（約９割）終日開催がよかった（約１割） 

・可動式にした保護者席の工夫はよかった（約６割）固定式がよかった。（約４割） 

・低中高を固めたプログラムはよかった（約９割）ランダムがよかった（約１割） 

＜自由記述から（一部抜粋）＞ 

・今回はこのような形で仕方ないと思うが、保護者の入れ替えが曖昧で、なかなか前で見 

られなかった。 

・勝敗をつけて、リレーもしてほしかった。親子競技や応援合戦も運動会ならではなので 

やはり終日開催がよいと思う。 

・保護者に学年ごとのハチマキやリボンなど印をつけてもらえば公平に見られたのでは 

ないか。ソーシャルディスタンスの面からもロープ近くは混雑していた。ロープ近くの 

人に座ってもらうなどしたらよかった。 

・せめて６年生だけでも、競技数を増やしてもらいたかった。 

・午前中実施については、お弁当作りや場所取り等の負担もなく、祖父母にも負担が少な 

くよい配慮だった。 

・児童や保護者への配慮が感じられ、制限のある中でとても楽しませていただいた。 

・このご時世の中、開催してもらったことがとにかくよかった。 

 

※全てを書き出すことができませんが、代表的な御意見を載せています。また、登下校時 

の服装や持ち物が統一できていなかったことで、御心配をおかけしてしまいました。こ 

の場を借りてお詫び申し上げます。申し訳ございませんでした。 

※職員のサングラス着用についての御意見もありましたが、紫外線対策等の健康上の理由 

ですので御理解いただきたいと思います。 

 

→裏面に続く。 



＜子供たちの「いい顔 いい声 いい心」がたくさん見られました＞ 

 

☆令和２年度 青少年読書感想文コンクール 
 
 入選（自由の部）・・２年 江口〇〇さん 題名「大切な名前」 

（書籍名「しげちゃん」） 

 入選（テーマブックの部）・・３年 川本〇〇さん 題名「ぼくたちのだんご山会議を 

                           読んで」 

（書籍名「ぼくたちのだんご山会議」） 

 

☆令和２年度 第６４回 西日本読書感想画コンクール 
 
 入選（指定の部）・・5年 萩野〇〇さん 題名「勇気あるもう一人の自分」 

（書籍名「みんなとちがうきみだけど」） 

 入選（自由の部）・・5年 延田〇〇さん 題名「絶対泳げるようになる！」 

（書籍名「願いがかなうふしぎな日記」） 

 

 読書感想文、感想画のコンクールで南陽小から４名の皆さんが入選されましたのでお知ら

せします。４名の皆さんは、本を心の栄養として、これからも素敵に成長してくれると思い

ます。南陽小の子供たちも、これから深まりゆく秋を「読書の秋」として充実することがで

きるよう、たくさんの本に親しんでください。 

 


